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生米ヌカを用いた発酵飼料の利用に関する試験（中間成績）

和　田　清　治＊・大　坂　長　嗣＊

1　ま　え　が　き

飼料費の節減を計るため，穀物副産物で比較的栄着

価の高い生米ヌカを発酵により多給利用を試み，養鶏

飼料としての経済性を検討する0

2　試　験　方　法

1．供試鶏および酵母菌

供試鶏は，昭和50年7月2日ふ化のロードホーン（Wl

x R工R）を供用。酵母菌は，佐藤着鶏研究所，生歯酵

母七号を使用。

2．試験区分および方法

占遇令から52適合における試験区分および方法は，

第1表に示すとおりであり，また，55遇から72適合に

おける試験区分および方法は第2表に示すとおりであ

る0

第1表　‘適合から52適合における試験方法

対照区
1　区

2　区

5　区

4　区

5　区

‘　区

方　　　　　　　　 法
供 試

羽数

■配 合飼料， 飽食可能量 を定量給与 57羽

配 合飼料 を対照 区の80 喀給 与 57

〝　　　　　 〝　　 dO 喀　 〝 57

配 合飼料80 感， 発感生 米 ヌカ20 喀給与 57

〝　 dO藤，　　 〝　　 40 喀　 〝 5 7

配 合飼料80 感，生米 ヌカ20 喀給与 57

〝　　 dO 偏，　　 〝　 40 喀　 〝 ≧　57

注．1．試験区の給与量は，対照区の重量比である。
2．5区および4区の発酵生米ヌカの重量は，水
を加えない発酵前の重量比である。

第2表　55過令から72週令における試験方法

区 分 方　　　　　　　　 法

対 照 区 配 合 飼 料 ， 飽食 可能量 を定 量給 与

1　 区 配 合飼 料 を対 照 区 の 虹 喀給 与

2　 区 〝　　　　 〝　　 8 0痴　 〝

5　 区 配 合 飼料 8 0偏，発 酵生 米 ヌ カ 18．5 感，魚 柏 1．5名

4　 区 〝　　 80 解，　 〝　　　　 S Z 0 偏， 〝　 5．0鳴

5　 区 〝　　 80 髄，生 米 ヌカ　　 18．5 ‰　 〝 1．5喀

d　 区 〝　　 dO 藤，　 〝　　　　 57二0 魔， 〝　 5．0喀

5．試験期間

昭和50年8月15日（d遇令）から昭和51年11月17日

まで。

る　試　験　結　果

1．供試飼料の成分

供試飼料の成分は，第5表に示したとおり，生米ヌ

ヵの成分については，水分がやや多く，また，粗蛋白

質はやや低めであり，入手材料により，成分のバラツ

キは大きい。発酵生米ヌカと発酵前の生米ヌカ（水分

添加）を比較してみると，発酵生米ヌカについては，

発酵熱による成分の損耗はほとんどみられなかった0

2．発育体重および育成率

発育体重および育成率は，第4表に示すように，発

育体重は，飼料の給与量を制限した区の対照区比は，

1区84．5解，2区dZ4帝で，飼料の制限量を上回る発

育を示した。発酵生米ヌカ給与区の対照区比は，5区

970虜，4区95．8感でやや低かった。生米ヌカ給与区

は，5区はよい発育を示したが，d区はやや低めであ

った。育成率は，各区ともすぐれた成績を示した0

5．育成期飼料消疫量

第5表に示すとおり，育成期飼料消費は，1区から

5区までは基準予定量を消費したが，る区については

飼料の食い込みが悪く，予定量を消費されなかった0

4．育成期における飼料費

育成期飼料費は，第6表に示すとおり，飽食可能量

を与えた対照区が最も多く，最も少ないのは，飼料の

制限量が最も靡しかった2区であった。

5，産卵期の総合成績

産卵期の組合成績は，第7表に示すように，産卵率

においては，対照区が7R4感で最もすぐれていた。発

酵生米ヌカ区は，5区は72．5髄で比較的よい成績であ

ったが，4区はdd．d弱でやや低い成着であった。生米

ヌカ区は，5区が71．7藤で比較的よい結果を示したが，

‘区は曲．d感で低かった。制限区の1区は57°感で低

く，2区は50，8感で最も低かった。

1日1羽当りの生産卵量は，嘲＝7を越えたのは，対

照区，5区，5区であった。

＊KiyojlWA叫Na炉t8ugu Os瓜A（青森県養鶏試験場）
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第5表　供託飼料の成分

成　　　 分 指 定 配 合 （成 ） 生 米 ヌ　 カ
生 米 ヌカ（水 分 を

加 え， 発 酵 前 ）
発 酵 米 ヌ カ 魚　 粕 （粉 ）

水　　　　　　 分 12．2 5 喀 1 占．d O 掲 5 8．0 5 喀 5 8．5 〔l 喀 12 ．d 8 喀

租　 蛋　 白　 質 1占．5 2 1 1．7 8 鼠1 5 鼠 05 4 Z d 7

粗　　　 脂　　　 肪 5．4 4 10．5 5 8．1 5 8．5 8 ス9 5

粗　　　 繊　　　 維 5．1第 5．14 5．8 9 5．8 4 2．8 8

粗　　　 灰　　　 分 8．5 5 5．8 8 4．4 8 4．5 4 2 4．8 4

可 溶 性 無 筆 業 物 55．7 8 5 0．2 7 5°．5 0 5 5．8 9 4．0 2

計 1 0 0．0 0 1 0 0．0 0　 1　　 1 0 0．D O ！　 1 0 0・0 0 1 0 0．00

注．1．指定配合飼料：製造，昭51．2．21，分析，昭51．2．3

2．生米ヌカ，発酵生米ヌカ，魚粕の分析：昭51．2．27

第4表　発育体重および育成率

区　　　　 分

体　　　　　　　　　　　　　 重
育 成 率

（d ～ 2 0遇 令 ）
試験 開始 時 （ 占遇 令 ） 2 q　　 遇　　　 令

M 土 S．つ 対　 照　 区 比 M 土 日．D 対 照　 区 比

対　　 照　　 区 4D 2 士 5 5　才 100．0 t d 15 士 157 g 100．0 10 0 飾

1　　　　　　 区 40 1 ± 2 9 9鼠8 t 5 占2 ± 145 84 ．5 1 0D　 l

2　　　　　　　 区 4 12 士 5 7 10 2．5 1 0 89 士 15 9 掃 4 97

5　　　　　　 区 4 10 士 5 9 10 2．0 1，5 8 7 士 184 9 7 8 1 00

4　　　　　　　 区 408 士 54 10 1．5 1 515 ± 15 8 95．8 10 0

5　　　　　　　 区 4 14 士 54 105．0 1，855 ± 18占 10 1．1 10D

d　　　　　　　 区 4D 7 士 57 10 1．2 1 5 55 ± 15 8 98．2 　　　 100
l

第5表　育成期飼料消費量（1日1羽当り，平均）

区　　　　 分

市 販 配 合 飼 料 生　 米　 ヌ　 カ 計

消　 費　 量 対 照 区 比 消　 費　 量 対 照 区 比 消　 費 量 対 照 区 比

対　　 照　　 区 70．5　才 1 0 0．0 グ 1

2 0．0

7 0．5　才 1 0 0．0

1　　　　　 区 58．4 8 0．D 5 5．4 執：）．0

2　　　　　 区 42．4 6 0．1 l 4 2．4 占0．1

5　　　　　 区 58．4 8 0．0 （14．1） 7 0．5 10 0．D

4　　　　　 区 42 ．5 ‘0．0 （2 8．2） 4 0．0 7 0．5 10 0．0

5　　　　　 区 5°．4 8 0．0 14．1 2 0．0 70．5 1D O．0

d　　　　　 区 4 1．5 5 8．9 1　 2 7 7 1　　 5 R 5 故 2 98 ．2

注．カタコ内は発酵生米ヌカである。

第6表　育成期における飼料費（d～2口遡令）

項 目　　　 区 分 対 照 区 1　 区 2　　 区 5　　 区 4　　 区 5　　 区 d　　 区

1 日 1 羽 当 り　 （円 ） 4．5 9 5．5 1 2．°4 5．9 8 5．5 2 5．9 5 5．4 1

期 間 1 羽 当 り （円 ） 4 5 4 量　　 5 4 7 ，　 2引 1　 5 陀 5 4 8 5 8 9 55 8

注．1．飼料価格：中すう用65円／籠ク，大すう用81円／柏，生米ヌカ50円／極

2．5区．4区については酵母代含む。
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1日1羽当りの飼料消費量は，制限区の1区は，対

照区比80切，2区dD帝で予定どおり消費した。発酵生

米ヌカおよび生米ヌカの給与区では，d区を除いた以

外は対照区を少々下回った程度である。

飼料要求率は，対照区が2．応で最もすぐれていた。

次いで，5区2．81，5区2．85，1区2．88，4区5．08，8

第7表　産卵期の絶合成額（21～52遇，平均）

区5．51，2区4．DOの順であり，8区および2区は飼料

効率が非常に悪かった。

生存率は，1区975感，2区971多で高く，5区は糾．1

でやや高く，対照区，4区およびd区は91・9多でやや

低く，5区はぬ2魔で低かった。

区　　　　 分 産 卵 率 （‘劾
生 産 卵 量 〔 1 日

1 羽 当 り 〕（タ）

飼 料 消 費 量 〔1

日 1 羽 当 り〕（の
飼 料 要 求 率 生 存 率 （㊥

対　　 照　　 区 7鼠 4 4 5．7 1 15．9 （1 0 0．0 ） 2．8 5 9 1．9

1　　　　　　 区 57 占 5 2．5 9 2．8 （8 0．0） 2．8 8 9Z 5

2　　　　　　　 区 5 0．° 17 4 助 7 （60．0 ） 4．0 0 9 7 1

5　　　　　　 区 72．5 4 0．8 1 14．5 （9 8．8 ） 2．81 9 4．1

4　　　　　　 区 dd．d 5 7 5 1 14．5 （9 8．8 ） 5．O d 9 1．9

5　　　　　　 区 7 1．7 4 0．2 1 1 5．7 （9 8．1） 2．85 取 2

d　　　　　　 区 dO．d 5 5．1 1 0 鼠7 （9 4．7 ） 5．5 1 　　　　 91．9

l

占．経済性

経済性については，第8表に示すとおり，鶏卵売上

金額から飼料費を差し引いた粗利益においては，4区

が1羽当り平均545円で最も多く，次いで，5区の551

円で，発酵生米ヌカを給与した区が上位を占めた。そ

の外，比較的よい結果が得られたのは，生米ヌカを給

第8表　経済性（占～52遇令，1羽当り平均）

与した5区の511円であった。また，対照区は鶏卵売

上金額が最も多かったが，飼料費が最も多くかかった

ので，その影響により4d5円にとどまった。生米ヌカ

を40～57喀混合給与の‘区は，飼料費は比較的少なか

ったが，鶏卵売上金額が少ないために581円となり，

経済効果は小さかった。

区　　　　 分
飼　　　　 料　　　　 費

鶏卵 売 上 金 額 粗　 利　 益
育　 成　 期 産　 卵　 期 計

対　　 照　　 区 45 5　円 1 8 41 円 2，2 76　円 2，75 9　円 445　円

1　　　　　　 区 5 4 7 t 4 75 1 8 20 2，0 22 20 2

2　　　　　　 区 2d l 1，1D4 t 5 85 1 0 90 2 75

5　　　　　　　 区 5 92 t d55 2．02 7 乙55 8 5 5 1

4　　　　　　 区 5 48 1 4 49 t 79 7 2．540 5 45

5　　　　　　　 区 58 9 1，°17 2．00 8 2．5 17 5 11

d　　　　　　　 区 　　　 5 5 8
l

1 57 7 1 7 15 2，07 d　　 l 5 81

摘　要

1・飼料価格：配合飼料（成）（叩蒜‘■4．°～51．6．28　670円／物
2．鶏卵価格：鶏卵1辱当りの売上価格を280円として計算

5．粗　利　益：鶏卵売上金領一飼料費∈粗利益

昭50．11．18～51．4．5　　75．5円／吻

4　要　　　　　約

1．対照区（配合飼料，飽食可能畳を定見給与）は，

産卵成掛こついて，最もよい成績を示したが，経済性

においては，飼料費の影響を最も大きく受けたので，

高い粗利益は得られなかった。

2・発酵生米ヌカを混合給与した試験区は，産卵成

掛こついて，発酵生米ヌカ20～18・5多混合区（5区）
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が．比較的よい成病を示したが，40－57喀泥合区（4

区）は，やや低い成窮であった0　しかし，経済性にお

いては，4D～57喀混合区は飼料費が少なかったの℃最

もよい成績を示し，次いで，20－18．5痴混合区がよい

成紋であり，発酵生米ヌカを混合給与した試験区が，

経済効果において，よい成績が得られて上位を占めた〇

五　生米ヌカを混合給与した試験区は，生米ヌカ20

～18．5喀混合区（5区）が，産卵性および経済性とも

比較的よい結果が得られて，発酵生米ヌカ混合区との

差は小さかった。しかし，40～57喀混合区（d区）で

は，産卵性および経済性とも悪く，発酵生米ヌカ区と

の間に大きな差があった。

4．」飼料を制限した試験区は，対照区比80喀給与

した1区は，総体的に見て制限量に等しい成績であっ

たが，制限量の厳しかった2区（対照区比的喀）は，

すべての点で最も悪かった。

採卵鶏の寒冷地における長期利用技術の確立に関する試験

富田　誓＊・沼田稔比古＊・市川義夫＊・松本芳昌＊・小丸晴市＊

1　ま　え　が　き

採卵鶏を長期利用すれば，養鶏経営の大きな負担で

たものであり，その結果を轍貨する。

2　試　験　方　法

ある育成費を軽減することができる。しかしながら採　　1．試験期間，151日令で試験を開始し，第1回及び

卵期の延長は産卵低下を招くので，適切な対応策が必　　第2回の強制換羽を実施して，1000日令前後まで飼養

要である。本試験は，そのもっとも効果的方策と考え　　した。

られる点灯管理と強制換羽を実施することによって，　　　2．供試鶏，当助産ロード交雑毯

春期ふ化採卵鶏及び冬期ふ化採卵浩の長期利用を試み　　　5．試験区分　第1表のとおり

第1表　試験　区　分

区　　　　　　　　　　 分
試 験 開 始

羽　 数

第 1 回 強 制換 羽 第 2 回 強制 換 羽

時 期 日令 絶 水 絶 食 時 期 日 で㌻ 絶 水 絶竺 ＿

春期 ふ 化

採 卵 鶏

第 1 次 試 験

（5 4．4．18 ふ 化 ）

対　 照　 区 10 0　羽 月　日 日 令 日 間 日 間 月　 日 日 令 日 間 日 間

試　 験　 区 100 11．2 5°d 5 d エ7 8 14 5 d

第 2 次 試 験

（仏 4． 2 ふ 化 ）

対　 照　 区 100

試　 験　 区 100 12．1 dO 9 4 ‘ ヱ24 8 45 4 d

冬 期 ふ 化

採 卵 鶏

第 1 次 試 験

（仏 1．15 ふ 化 ）

対　 照　 区 74

試 換 1 区 74 5．5 4 14 5 d 1．25 7 40 4 d

〝　 2 区 7 4 10．25 d 50 4 ‘ 6．27 895 4 d

〝　 5 区 74 10．6 8 51 5 ‘ 5．8 845 4 る

第 2 次 試 験

（4ス 1．15 ふ 化 ）

対　 照　 区 100

試 験 1 区 1 00 鼠14 占10 4 ‘ 1．1 7 7 55 4 d

′′　　 2 区 10 0 10．1 8 645 4 ‘ 2 ．1 8： 77 5 4 d

〝　　 5 区 10 0 ； 7 19 5 51 1 5 1 8 12．29 1 7 15 ； 4 1 °

4．点灯，自然日長14時間を下回る時点で開始し，　初年度は14時間一定点灯。強制換羽実施と同時に点灯

＊Satom ToMITA，To8181如NUMA叫Yo8ioITm喝YoOima8a MATUMOTO，

K㌫tl OMAR〔r（福島県養鶏試験場）


